
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

て
ほ
し
い
」
と
切
実
な
声
と
不
安

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
バ

ス
路
線
は
通
勤
・通
学
と
と
も

に
、
野
洲
病
院
や
日
常
の
買
い
物

な
ど
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
路
線

で
す
。
子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
、
自
ら
交
通
手
段
を

持
て
な
い
社
会
的
弱
者
に
と
っ
て

欠
か
せ
な
い
大
事
な
地
域
の
公

共
交
通
機
関
で
す
。 

   

減
便
計
画
に
つ
い
て
近
江
鉄

道
は
、
「赤
字
路
線
で
あ
り
運
転

手
不
足
」
を
理
由
に
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
近
江
鉄
道
そ
の
も

の
は
決
し
て
赤
字
経
営
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に
地
域
の
公

共
交
通
機
関
と
し
て
、
そ
の
役
割

を
担
う
企
業
と
し
て
社
会
的
責

任
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
時
に
野
洲
市
と
し
て

も
市
民
の
立
場
で
、
官
民

一
体

で
地
域
の
バ
ス
路
線
を
守
る
努
力

が
必
要
で
す
。 

減
便
計
画
（
左
表
）
で
は
、
野

洲
駅
北
口
か
ら
吉
川
方
面
や
木

部
・永
原
方
面
の
路
線
を
中
心

に
、
全
て
の
路
線
で
減
便
す
る
と

し
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
、
平
日

の
木
部
循
環
は
９
便
か
ら
１
便

に
。
土
日
祭
日
は
４
便
か
ら
０
便

 

近
江
鉄
道
バ
ス
が
大
幅
な
減
便
を
計
画
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る

と
野
洲
駅
か
ら
中
主
や
永
原
方
面
の
路
線
を
中
心
に
減
便
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域

住
民
の
足
で
あ
る
近
江
鉄
道
バ
ス
の
減
便
計
画
は
、
民
間
事
業
者
と
は
い
え
公
共
交
通
を
担
う

企
業
と
し
て
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
減
便
計
画
は
中
止
す
べ
き
で
す
。 

と
な
り
、
事
実
上
の
廃
止
路
線

と
な
り
ま
す
。
全
体
で
は
５７

便

中
２０

便
の
減
便
で
、
利
用
者
に

と
っ
て
一
層
不
便
に
な
り
ま
す
。 

   

バ
ス
減
便
計
画
に
、
「生
活
に

欠
か
せ
な
い
バ
ス
路
線
を
ま
も
っ

■減便■減便■減便■減便    
◇平日 

野洲駅北口～吉川     １４ ➡ １１ 
乙窪～野洲駅北口     １６ ➡ １３ 
野洲駅北口～木部循環線  ９ ➡  １ 
野洲駅北口～永原循環線 １４ ➡ １２ 

 
◇土・日・祭 
野洲駅北口～木部循環線  ４ ➡  ０ 
 

■増便■増便■増便■増便    
◇土・日・祭日 

 野洲北口～永原循環   １０ ➡ １３ 

  

  近江鉄道は野洲市でその他の路線もありますが、今

回の減便計画は中主地域中心です。これまでから減便

を行っており、地域の疲弊を進めるに他なりません。 

３．１１福島第１原発事故から７年。今も５万人以上の県民が避難

生活を強いられています。どの世論調査でも原発再稼働反対は５～

６割で揺るぎません。福島の現実を国民が体験したからです。 

 

 原発を再稼働すれば、６年で原発の使用済み核燃料プールが満

杯に。使用済み核燃料を再利用する「核燃料サイクル」は行き詰ま

り、「核のゴミ」をどこでどう処理するのか、見通しはありません。原発

事故の処理費用は既に21.5兆円、どれだけ膨らむか全く不明。原発

再稼働推進は完全に破綻しています。 
再稼働推進は完全に破綻しています。 

 

こんにちは 
ご意見・ご要望をお寄せください 
野洲市比江８６４（☎589-4158）  
２０１８年３月１１日  №８２ 


